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Sub-commission on Prevention of Discrimination and Protection of Minorities）の特別報告者を務
めたエクアドルの人権専門家 J．コーボ（Jose R. Martinez Cobo）は新たな定義を提案した。 



















国連人権委員会の下部機関である人権小委員会の「先住民に関する作業部会」（Working Group on 
Indigenous Populations）は、1985 年から先住民族の権利に関する新しい国際基準づくりに取り掛
かった。1993 年に同作業部会での合意を得た後、人権小委員会を経て 1995 年より人権委員会で検
討が積み重ねられた「先住民族の権利に関する国連宣言案」2は、2006 年に人権委員会に代わり設






















1．U.N. Sub-commission on Prevention of Discrimination and Protection of Minorities, Study of the Problem of Discrimination against Indigenous 























 2.3.3 sui generis制度（特別の制度） 
 sui generisシステムが，保護される伝統的知識に対して付与する新たな権利について 
様々な形が提唱されている。伝統的資源の権利（traditional resources right5），共同体の知的財
産権（community intellectual rights6）等である。このような伝統的知識に適した新しい保護の制











4．Milpurrurru and Others v Indofurn Pty Ltd and Others(1994)41 IPR 209. 
5．36 Supra note 28, at 95. 
6．Id, at 97. 
7． WIPO/GRTKF/IC/2/38 (2001)¶ 51; WIPOGRTKF/IC/1/3 (2001)¶ 72. 
8．http://www.21coe-win-cls.org/english/activity/pdf/2/101-110.pdf#search='sui generisシステム'伝統的知識をめぐる問題の状況 青柳由
香 105 
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